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I . 結 言

最近われわれは,腹部単純 X線 写真で胆嚢に一致し

た石灰化陰影を認め,切 除標本の病理組織学的検索で

胆嚢の mixed mesodermal tumorと 診断された 1例

を経験 した。本例はまた S状 結腸癌 との同時性重複癌

でもあった。この極めてまれな 1例 につき若干の文献

的考察を加えて報告する。

H.症   例

症例 :73歳,女 .

主訴 :血便.

家族歴 :特記すべきことなし.

既往歴 :48歳時虫垂切除術.57歳 時腸閉塞手術.68

歳時狭心症.

現病歴 i昭和57年 1月 ,血 便にて他院受診.注 腸検

査,肝 シンチにて肝転移を有するS状 結腸癌 と診断さ

れ通院治療を受けていた。 4月 2日 にイレウス状態 と

なり上飯田第 1病 院受診,入 院した。

入院時現症 :体格 ・栄養中等度.黄 疸 。貧血なし.

右上腹部に肝とは別に,可 動性を有する,手 拳大の石

様に硬い腫瘤を触知した。

入院時一般検査成績 :特記すべきことなし。

腹部単純 X線 写真 ;右上腹部の腫瘤に一致して,胆   癌 と診断した (図2).

裏と思われるナスビ型の石灰化陰影を認めた (図1).   点 滴胆道造影 :総胆管に軽度の拡張と右方よりの圧

注腸造影 tS状 結腸にapple core signを認め,結腸  排 像を認めた。胆妻管は造影されなかったが,胆 内胆

図1 腹 部単純 X線 写真

右上腹部に胆妻と思われる石灰化陰影を認める。
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図 2 と 腸造影

S状 結腸にapple core sign(矢印の部)を 認める。

管には異常を認めなかった。

CT:胆 嚢内腔全体を占める辺緑やや不整な石灰化

像を認めた。肝臓には両葉に多数の転移巣を認めた。

また,右 腎には大きなcystを認めた。

以上により,石 灰化胆嚢および肝転移を有するS状

結腸癌 と診断し, 4月 28日に手術を施行した。

手術所見 iS状 結腸癌は PONlS2で,肝両葉に多数の

転移巣を認めた。胆嚢は自色調で大きく石様に硬かっ

た。S状 結腸部分切除術,胆 嚢摘出術を行った。

摘出標本肉眼所見 iS状 結腸癌は60×40mmで 潰瘍

限局型であった。胆嚢は130×50mmで 石様に硬 く,切

開すると内腔は淡黄色,結 節状の石灰化物質で一塊 と

なり,頸 部にはコ系石を多数認めた。内腔の石灰化物

質は一部を除き剣離可能で,壁 には石灰化を認めな

かった。頸部には壁内転移 と思われるアズキ大の転移

巣を 1個認めた (図3).

病理組織所見 :S状 結腸癌 は中分化型腺癌 で ss,

ly。,vOであった (図4).胆 裏内腔の腫瘤の脱灰標本で

は,腫 瘤の大部分はさまざまな分化度の軟骨肉腫より

なり,腺 癌の混在が認められた (図5a)。 上皮成分は

末分化痛が主体で島状に配列するのが認められた (図

5b)。 一部には明らかな腺管の形成を認めた。また著

明な osteoidの形成を認めた (図5c).胆 襲壁は非薄

化しsignet ring cellを有する腺癌が筋層を越えて浸
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図 3 摘 出標本

胆襲内陸は結節状の石灰化腫瘤で一塊となり,頭

部にコ系石 (｀ )と 壁内転移 (←)認 める.

図4 S状 結腸癌の病理組織像

中分化型腺癌で弱,lyO,v。であった.

図 5 内 腔の腫層の病理組織像

a,腫瘍の大部分はさまざまな分化度の軟骨肉腫で

占められていた。

潤増殖している像を認めた(図6).壁 内転移部は軟骨

肉腫のみより成っていた.

患者は術後 3カ 月,癌 性腹膜炎にて死亡した。再入
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図 5b上 皮成分の末分化癌が主体で島状に配列 して

いる.os t e o i dの形成を認める.

tumorと s状 結腸癌との同時性重複癌 日 消外会誌 16巻  11号

図 7 腹 部単純 X線 写真

肝転移部に多数の石灰化陰影を認める (←).

図 5c一 部には明らかな腺管を形成して増殖する腺癌
の像を認めるる.

図 6 胆 嚢壁の病理組織像

印環細胞を有す る腺癌が筋層を越 えて浸潤増殖 し

ている。

院時の腹部単純 X線 写真では,肝転移巣 と思われる部

位に石灰化陰影が認められたことより,肝 転移は胆裏

癌から起こったものと考えられた (図7).

I I I . 考 察

胆嚢原発の悪性腫瘍は大部分が癌腫であり肉腫は極

めてまれである。また, と くに癌肉腫はまれで,1907

年の Landsteinerl)の報告以来あずか15例の報告があ

るにすぎない。

癌肉腫は 1つ の腫瘍内に癌腫成分と肉腫成分とを持

つ腫場である。1967年の Tanimuraら の集計では,発

生臓器 としては子宮が最も多 く,乳 房がこれに次 ぐが

消化管は少ない,Meyerら は癌肉腫 として,①  Colli‐

sion tumor,②  Combination tumor,③  Composition

tumorの 3つをあげている。自験例について考えてみ

ると,本 4/1では上皮成分は腺癌,間 質成分は軟骨肉腫

より成 り, この両者は互いに現在 していて明らかな移

行像が認められない点からcollis10n tulnorは否定的

である。また,癌 の肉腫様化あるいは癌腫が間質を刺

激し間質が肉腫様になった場合には線維肉腫の像を呈

することが多いといわれている。本例の間質成分はさ

まざまな分化度の軟骨肉腫であるので, こ ういった可

能性も乏 しい。Higgsのらは 4つ の明らかに異なった組

織より成る胆嚢の癌肉腫の 1例 を報告 し,肝 の mixed

t u m o r との 類 似 性 に よ りそ の o r i g i n とし て

muitipotential blastomaの可能性を考え,malignant

mixed tumorと して報告している。本4/11のoriginも

Hittsらの例と同様のものと考えられる。

報告例ヤこ″よcarcinosarcomaと Hlixed mesodermal

tumorという2つ の用語が使用されている。子宮の癌
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表 1 胆 裏のMixed mesodermal tulnOrの報告例

胆裏のMixed mesodermal tumorの報告例

肉腫では Norrisらは,骨 ・軟骨などその場所に存在 し

ないheterologousなlelementを間質成分として持つ

場 合 ヤこヤよmixed mesodermal tunorと し,

homologousな 場合 には carcinosarcomaとす るめと

述べている。同様の報告が多いが,用 語の使いわけは

必ずしも統
一されていない.こ の定義に従い,胆 裏の

mixed mesodemal tllmorと 考えられる報告例を集

計すると,1925年の Kritschりの報告以来自験例を含め

8 allの報告があった2ン)～り(表 1)。この 8例 の特徴をみ

てみると,性 比は 5t2,平 均年齢が67.7歳と高齢者

の女性に多い傾向を示し,一般の胆嚢癌 と同様である。

記載の明らかな例では病巣は全例が腫瘤型で,ほ とん

どの例が結石を合併 している.ま た,手 術時には肝そ

の他に転移を有することが多 く,予 後は著しく不良で

ある。

本例は腹部単純 X線 写真で胆裏の石灰化陰影によ

り発見された。乳腺,甲 状腺などにおいては腫瘍内に

しばしば石灰化が認められ,単純 X線 写真で腫瘍を発

見する有用な手段 となっているが胆嚢ではきわめてま

れで1961年の Mooringlいの報告以来数例の報告があ

るに過ぎない。これらの石灰化陰影の特徴は,小 斑点

状ないし砂状と報告されているが,本 例では胆嚢内腔

全体を占める塊状の石灰化陰影であ り,鑑 別診断に

迷ったが術前診断することはできなかった,

また本例は胆嚢 とS状 結腸の同時性重複癌で も
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あった。 日本剖検輯報によると過去 6年 間に胆嚢 との

童複癌は253例の報告があ り,臓器 としては胃が50例 と

最 も多 く,以 下甲状腺が26例,結 腸 ・肺が各20例 とこ

れに次 ぎ,胆 嚢 との重複癌の中では比較的多い部類に

属す る。 しかし,本 例の ごときmixed mesodermal

tumorと 重複癌の報告は他に見当 らなかった。

I V 。結  語

腹部単純 X線 写真の石灰化陰影にて発見 され,切 除

標本の病理学的検索 にて mixed mesodermal tumor

と診断 されたきわめてまれな 14/1を報告 した.本 例は

また,S状 結腸癌 との同時性重複癌でもあった。
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